
理学研究院附属ゲノムダイナミクス研究センター利用内規 
 

                                  令和４年５月２５日 
                     ゲノムダイナミクス研究センター運営委員会決定 

 
（趣旨） 

第１条 この内規は，北海道大学大学院理学研究院附属ゲノムダイナミクス研究センターの共同利用

設備・機器等の利用に関し，必要な事項を定めるものとする。 
 （定義） 
第２条 この内規において「共同利用設備・機器等」とは，北海道大学における生物科学分野の研究

の進展に寄与することを目的として，ゲノムダイナミクス研究センター東棟に設けられた飼育栽培

スペースと設備，消耗品等，同東棟内共通機器室に設置された共同利用機器，同西棟に設けられた

共通フリーザー室スペース，共同利用ディープフリーザー，大型液体窒素タンクをいう。 
 （利用の範囲） 
第３条 共同利用設備・機器等の利用を申請することができるのは，北海道大学の教員とする。 
２ 前項の申請に基づき，共同利用設備・機器等を利用できるのは，北海道大学の教職員および学生

とする。 
 （利用の申請及び許可） 
第４条 共同利用設備・機器等を利用しようとする者は，別記様式第１号の利用申請書（この条及び

次条において「申請書」という。）および別記様式２号の利用者名簿をゲノムダイナミクス研究セ

ンター長（以下「センター長」という。）に提出し，その許可を受けなければならない。 
２ センター長は，前項の申請書の提出があったときは，ゲノムダイナミクス研究センター運営委員

会専門委員会の審査を経て，利用の目的が適当であると認められるときはこれを許可し，別記様式

第３号の利用許可書を交付するものとする。 
（利用期間） 

第５条 共同利用設備・機器等の利用期間は，原則として１年以内とするが，更新を申請することが

できる。 
２ 前項の利用期間を更新しようとする場合には，あらためて前条に規定する申請書を提出し，その

許可を受けなければならない。 
（利用料） 

第６条 共同利用設備・機器等の利用の許可を受けた者（以下「利用代表者」という）は，経費の振

替により，別表 1 に定める利用料（電気，水道等の維持管理費を含む。以下「利用料」という。）

を納付しなければならない。 
（利用の停止） 

第７条 センター長は，次の各号のいずれかに該当する場合には，共同利用設備・機器等の利用許可

を取り消し，又は利用を中止させることができる。 
 (1) 利用代表者，利用代表者と共同して共同利用設備・機器等を利用する者又は利用代表者の指導

監督の下に共同利用設備・機器等を利用する者（第９条において「利用者」という。）が，この内

規又は北海道大学が定める安全，衛生及び管理に関する諸規程に違反し，又は違反するおそれが

あると認められる場合 
 (2) 利用代表者が，利用申請に当たり虚偽の申告をしていることが発覚した場合 
 (3) 管理上，やむを得ない事由が生じた場合 
（原状回復） 

第８条 共同利用設備・機器等のうち，飼育栽培スペースおよび共通フリーザー室スペース（以下「利

用スペース」という）を利用する利用代表者は，その利用を終了したとき（前条第１号又は第２号

の規定により利用を取消し，又は利用を中止させた場合を含む。）は，直ちに当該利用スペースを



原状に回復して返還しなければならない。ただし，センター長が特に認めた場合は，この限りでは

ない。 
（損害賠償） 

第９条 利用代表者は，利用者がその責に帰すべき事由により共同利用設備・機器等を滅失，破損又

は汚損したときは，その損害を賠償しなければならない。 
２ 共同利用設備・機器等の故障や事故等により，飼育栽培している生物体や保管する生物試料が死

滅した場合でも，その理由にかかわらず利用者は損害に対する賠償を請求することはできない。 
（立入） 

第 10 条 共同利用設備・機器等の管理を担当する教員及び職員は，その管理上必要と認める場合に

は，利用スペースに立ち入り，当該利用スペースの利用状況について調査することがある。 

２ 前項の規定により利用スペースに立ち入る場合には，事前に利用代表者に通知するものとする。

ただし，緊急の場合はこの限りでない。 
 （内規の改正） 
第 11 条 この内規の改正（利用料の変更を含む）は，ゲノムダイナミクス研究センター運営委員会

専門委員会の発議に基づき，ゲノムダイナミクス研究センター運営委員会の議を経て，センター長

が行う。 
（事務） 

第 12 条 共同利用設備・機器等の利用に関する事務は，ゲノムダイナミクス研究センター事務にお

いて処理する。 
 （雑則） 
第 13 条 この内規に定めるもののほか，共同利用設備・機器等の利用に関し必要な事項は，センタ

ー長が別に定める。 
 
   附 則 

  この内規は，令和４年５月２５日から施行し，令和４年６月分として請求する利用料から適用

する。 
附 則 

  この内規は，令和４年８月１日から施行し，令和４年６月分として請求する利用料から適用す

る。 
   附 則 

  この内規は，令和４年１０月２８日から施行する。 

附 則 

  この内規は，令和４年１２月１４日から施行する。 

   附 則 

  この内規は，令和５年６月３０日から施行する。 

 

 

  



 

別表１（第６条関係） 
１. 実験生物飼育栽培施設部門 

 飼育栽培スペース(室内，月単位利用) 

室名，設備名 室面積(㎡) 月額利用料金 備考 

小生物飼育室(1) 14.1 ¥24,000 

単価 ¥1,700/㎡/月 

小生物飼育室(2) 14.1 ¥24,000 
小生物飼育室(3) 14.1 ¥24,000 
小生物飼育室(4) 14.1 ¥24,000 
小生物飼育室(5) 13.0 ¥22,100 
小生物飼育室(6) 6.3 ¥10,700 
小生物飼育室(7) 12.3 ¥20,900 
培養室(1)低温向け 11.9 ¥20,200 
培養室(2)低温向け 14.7 ¥25,000 

培養室(3) 14.7 ¥25,000 
培養室(4) 14.7 ¥25,000 

植物栽培室(1) 15.8 ¥26,900 
植物栽培室(2) 16.7 ¥28,400 
植物栽培室(3) 10.8 ¥18,400 
植物栽培室(4) 14.0 ¥23,800 
植物栽培室(5) 9.4 ¥16,000 
昆虫育成室 15.4 ¥26,200 

小型魚類飼育室 15.4 ¥30,000 小型魚類用飼育装置込み 
げっ歯類飼育室（1）  14.2 ¥32,700 

単価 ¥ 2,300 /㎡/月 

げっ歯類飼育室（2） 15.1 ¥34,700 
げっ歯類飼育室（3） 15.1 ¥34,700 
げっ歯類飼育室（4） 13.8 ¥31,700 
げっ歯類飼育室（5） 14.1 ¥32,400 
げっ歯類飼育室（6） 17.0 ¥39,100 
げっ歯類飼育室（7） 14.6 ¥33,600 
げっ歯類飼育ラック  ¥2,000／台 平棚仕様 
ウサギ飼育ケージ  ¥1,600／ケージ  

1 階ガラス温室 A~D  ¥4,000／区画 
11月〜4月は暖房費¥2,000/
区画が別途 

2 階ガラス温室東，西  ¥1,000／テーブル 
11 月〜4 月は暖房費¥500/
テーブルが別途 

大型水槽  ¥13,000 海水で使用する場合、海水

料金が別途 円形水槽  ¥13,000 

P1A 実験室 16.1 ¥29,000 
単価 ¥1,800/㎡/月 
マニピュレータ、顕微鏡の

利用料込 
各室 20A ブレーカー分の電源使用料金は室料金に含む。ただし別に電源を追加する場合は 
ブレーカーごとに¥1,000／10A・月を別途徴収する。 

 



 

飼育栽培スペース利用に関する消耗品，サービス等 

品名 単価 
げっ歯類区画内消耗品

（餌、床敷、他） 
実費 

動物焼却処分料 実費 

冷凍処分費 ¥1,000／月 

海水 実費 
純水 ¥100/L 

 

 

飼育栽培スペース(屋外，年単位利用) 

場所 面積 年間利用料金 
圃場 約 10m2 ¥7,350／区画 

林、植込区 約 10m2 ¥7,350／区画 
 屋外コンセントを使用する場合は¥1,000／10A・月が別途 
 

２． 研究機器等共同利用部門 

共同利用機器(月単位利用) 

利用機器名 設置場所 月額利用料金 
• 遺伝子銃 チュービングプレッ

プステーション 
• 微量高速冷却遠心機 2 台 
• エレクトロポレーションシステ

ム （一式） 
• パルスフィールド電気泳動シス

テム 
• 簡易型クリーンベンチ 
• 実体顕微鏡 
• 大型バイオシェーカー 2 台 
• 小型バイオシェーカー 
• 卓上 CO2 インキュベーター 
• 卓上多本架遠心機 
• 高速冷却遠心機（アングルロー

ター付） 
• ドラフトチャンバー 
• ガス滅菌器 
• UV クロスリンカー 
• 人工気象器 
• MinION 

共通機器室 1 

¥500／台（４台まで） 
¥2,500（５台以上一律） 

 
センター利用者は以下の機器は無

料で使用可 
• 一般冷蔵庫 
（各共通機器使用時の試料の一

時保管のみ） 
• 製氷機 
• 純水製造装置 
（純水の料金¥100/L は別途） 
 

• 乾熱滅菌器 
• CO2インキュベーター 
• クリーンベンチ 
• 簡易型オートクレーブ 

共通機器室 2 



• 簡易型オートクレーブ P1A 室 

• 小動物用麻酔器 げっ歯類飼育室 

• 中央実験台（半面 150×75
㎝） 

共通機器室 2 
¥3,200 

（20 A ブレーカー分の

電源使用料金を含む） 
 

３．生物試料保管部門 

共通フリーザー室(月単位利用) 

内容 内訳 月額利用料金 備考 

フリーザー設置料 
約 10m2 

¥1,000／区画 
2m2／区画，単独電源を

専有 

フリーザー稼働料 

定

格

電

力 

850-950W 

実費  

750-849W 
650-749W 
550-649W 
450-549W 
350-449W 
250-349W 
  -249W 

フリーザー貸出料 
MDF-394-PJ ¥17,500 内容量約 309L，専有 
CLN-50CD1 ¥21,000 内容量約 507L，専有 

フリーザー内スペー

ス貸出料 

標準トレー（TN-
3550C） 

¥1,000／本 CLN-50C1 台に 21 本 

フリーズボックスト

レー（TF-3550C） 
¥700／本 CLN-50C1 台に 30 本 

細胞保管用トレー ¥700／本 
細胞保管用フリーザー

MDF-594-PJ に 23 本 
持ち込みフリーザーを共通フリーザー室に設置する場合，設置料＋定格電力ごとの稼働料が 
必要。ただし年単位で使用する場合は，10 ヶ月分とする。 

 
大型液体窒素タンク(月単位利用) 

内容 内訳 月額利用料金 備考 

凍結試料保管料 ラック単価 実費 
ラック 1 本にてフリー

ズボックス 8 個まで収

納可能 
 
  



 

別記様式第１号（第４条関係） 
   

北海道大学 大学院理学研究院附属 ゲノムダイナミクス研究センター 利用申請書 
 

ゲノムダイナミクス研究センター長 殿  
                                      年  月  日 
 
ゲノムダイナミクス研究センター利用内規を確認し，下記の通りセンターの利用を申請します。 
利用にあたり、利用内規と関連する法律，規定を遵守します。 
 
申請者（経費の支払責任者） 
 
 所属                               署名           
 氏名                    
 電話（内線）              e-mail                                           
 
利用者（実験）代表者（実験内容および利用内容を把握している方：申請者の場合は省略可） 
 
 所属                               署名           
 氏名                    
 電話（内線）              e-mail                                           
 
利用部門（利用を希望するすべての部門に〇をつけてください。） 
 ・実験生物飼育栽培施設部門                 （ ・ 新規 ・ 継続  ） 
 ・研究機器等共同利用部門                  （ ・ 新規 ・ 継続  ） 
・生物試料保管部門                     （ ・ 新規 ・ 継続  ） 

 
研究課題名 
 研究の概要： 
 
※以下について記入 
関連する動物実験許可番号   

関連する遺伝子組換え実験承認番号   

使用を希望する飼育栽培スペース   

使用を希望する共同利用機器台数    

使用を希望する試料保管設備  

 
センター記載 
受理年月日 
受理番号 
使用期間       年   月  日 ～    年   月   日 
 

 



 

別記様式第２号（第４条関係） 
 

北海道大学 大学院理学研究院附属 ゲノムダイナミクス研究センター  
 

      年度 利用者名簿 
 

利用部門  □ 実験生物飼育栽培施設部門（東棟） 
□ 研究機器等共同利用部門 （東棟） 
□ 生物試料保管部門    （西棟） 

月   日 提出 
 氏名 所属 職・学年 新規・継続 センター

✓欄 

1      
2      
3      
4      
5      
6      
7      
8      
9      
10      
11      
12      
13      
14      
15      
16      
17      
18      
19      
20      
21      
22      
23      
24      
25      
26      
27      
28      
29      
30      

  



別記様式第３号（第４条関係） 
 

北海道大学 大学院理学研究院 

附属ゲノムダイナミクス研究センター 利用許可書 
 

年  月  日付けで申請されたゲノムダイナミクス研究センターの利用について、 
下記の条件を付して許可します。 

所属部局・職名     

申請者（経費の支払責任者）     

使 用 期 間    年  月  日 ～    年  月  日 

□ 実験生物飼育栽培施設部門 
使用する飼育栽培スペース： 
 
 
 
□ 研究機器等共同利用部門 
使用する共同利用機器（水等を含む）： 
 
 
□ 生物試料保管部門 
使用する試料保管設備（フリーザー設置スペース，ラック使用を含む）： 
 
 

上記の使用を許可します。 
 

年  月  日 
 

 北海道大学 大学院理学研究院  
           附属ゲノムダイナミクス研究センター長   

                                                 ○○ ○○  （公印省略） 
 

許 可 番 号 〇〇〇〇 

 
 
備 考：  
      

                                    
 



理学研究院附属ゲノムダイナミクス研究センター・実験生物飼育栽培施設部門 

実験生物搬入申込書 

提出日：    年   月   日 

 

 

責任者名： 
所 属： 
連 絡 先 : 

 

※三種（系統）以上を搬入する場合は各項目の行および番号を追加してください。 
 

生物種（系統名）： 
① 
② 

 
個体数： 

        ①                   ②                     
 

由来（譲渡元または採集地）： 
① 
② 

 
遺伝子改変の有無： 
□ ある  □ ない 

 

搬入予定年月日： 年 月 日 

 

 

 

なお、げっ歯類を搬入する場合は、本書式に加えて微生物モニタリング検査書を提出すること。 

 
備考欄： 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門委員会記入欄： 

 

 



理学研究院附属ゲノムダイナミクス研究センター・研究機器等共同利用部門 

共同利用機器等利用申込書 

提出日：    年   月   日 

 

責任者名：                               

所  属：                               

連 絡 先：                               

利用を希望する機器にチェック☑し、使用期間（利用申請期間を超えないこと）を記入してください。 

共同利用機器（月単位利用 

 

 

備考欄： 

 

 

 

設置場所 利用機器名 使用を希望する期間 

 □  遺伝子銃チュービングプレップステーション BIO RAD 年 月 日 ～ 年 月 日 

 □  微量高速冷却遠心機 MR-150 年 月 日 ～ 年 月 日 

 □  エレクトロポレーションシステム （一式）BIO RAD 年 月 日 ～ 年 月 日 

 □  簡易型クリーンベンチ NK system MB-851 年 月 日 ～ 年 月 日 

 □  実体顕微鏡 Olympus SZ61 年 月 日 ～ 年 月 日 

 □  高速冷却遠心機（アングルローター付）TOMY Suprema21 年 月 日 ～ 年 月 日 

 □  ドラフトチャンバー DALTON DF-17CK（特） 年 月 日 ～ 年 月 日 

共通機器室（1） □  微量高速冷却遠心機 MRX-150 年 月 日 ～ 年 月 日 

GE-223 □  UVクロスリンカー Funakoshi FS-800 年 月 日 ～ 年 月 日 

 □  MinION Nanopore Protocol Mk1C 年 月 日 ～ 年 月 日 

 □  人工気象器 TOMY CLE-305 年 月 日 ～ 年 月 日 

 □  バイオシェーカー TAITEC BR-180LF 年 月 日 ～ 年 月 日 

 □  バイオシェーカー TAITEC 23FP 年 月 日 ～ 年 月 日 

 □  バイオシェーカー BR-3000LF 年 月 日 ～ 年 月 日 

 □  簡易型オートクレーブ LBS-245 年 月 日 ～ 年 月 日 

 □  卓上多本架遠心機 TOMY LC 06 年 月 日 ～ 年 月 日 

 □  乾熱滅菌器 タバイ LC-110 年 月 日 ～ 年 月 日 

共通機器室（2） □  CO2インキュベーター エスペック BNA-111B 年 月 日 ～ 年 月 日 

GE-224 □  クリーンベンチ SHOWA S-1300 年 月 日 ～ 年 月 日 

 □  簡易型オートクレーブ TOMY LBS-245 年 月 日 ～ 年 月 日 

P1A室 □  簡易型オートクレーブ TOMY BS-235 年 月 日 ～ 年 月 日 

共通機器室（2） □  小動物用麻酔器 夏目製作所 NARCOBIT-EⅡ KN-10711 年 月 日 ～ 年 月 日 

共通機器室（2） □  中央実験台  1500ｍｍ×750ｍｍ（半面） No. 年 月 日  ～ 年 月 日 

専門委員会記入欄： 



理学研究院附属ゲノムダイナミクス研究センター・生物試料保管部門 

生物試料保管申込書 

提出日：    年   月   日 

 

責任者名：                               

所  属：                               

連 絡 先：                               

 
利用形態：（該当に☑を記入してください。） 

□ 資料委託 

□ 持ち込みフリーザー設置 

※試料委託の場合は以下について記入してください。 

組 織： 細 胞： その他： 

 
試料の由来生物種： 

 

試料由来生物の遺伝子改変：（該当に☑を記入してください。） 
□ ある    □ ない 

 
●試料委託の場合 
委託先設備：（該当に☑を記入してください。） 
□ ディープフリーザー 
□ 大型液体窒素タンク 

 

委託量：                                    

 

使用を希望するトレー形式と台数：（該当に☑を記入してください。） 

 □ 標準トレー               台 

 □ フリーズボックストレー         台 

□  細胞保管トレー             台 

●持ち込みフリーザー設置の場合（複数台の場合は行を追加して記入してください。） 
フリーザー型式： 定格電力量： 設置床面積： 

 ｗ ㎡ 

※フリーザーの仕様書（コピー）を併せて提出願います。 

搬入予定日： 年 月 日 年単位での使用を希望する  □    （希望する場合に☑） 
 

備考欄： 

 

 

専門委員会記入欄： 


	試料の由来生物種：

